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流通 〇岸和田におけるイワシ関連流通の実態を把握する。 
〇様々な鮮度保持技術について調査し、実験施設を整備する。 
〇地魚と旬を紹介するデジタル・カタログを作成する。 
〇サイバー・マルシェの協力飲食店と調整を行う。 
〇現代版魚行商の協力宅配業者と調整を行う。 

消費 〇他地域の取り組み事例を調査し、阪南市でのイベント計画に応用する。 
〇平成29年度に行う体験型イベントの年間スケジュールを調整し、必要物品を購入する。 
〇地域資源掘り起しプラットフォームの拠点となる西鳥取小学校と調整を行う。 
〇地元漁協やNPOと連携した新レシピの雛形を作成する。 

評価 〇包括的評価指標開発にかかわる市民アンケート実施する。 

 
（３）背景 

①都市・地域が抱える問題 
<我が国の漁業を取り巻く概況> 

・ 海に囲まれる我が国において、漁業は水産資源を食料として安定的に供給する役割を担

ってきた。 
・ 国産水産物は、海外水産物や牛肉・豚肉に比べカーボンフットプリントやウォーターフ

ットプリントが小さく、ライフサイクルを通じた環境負荷が小さいため、持続可能性が

高い食料といえる。 
・ 近年、世界的な人口増加を背景に、食料資源・水資源の持続可能性が危ぶまれており、

国内の水産資源の確保が持続可能性の条件といえる。 
・ 漁業は、水産物の安定供給だけでなく、地域における多面的機能（海域環境の保全、食

と通じた物質循環の形成、雇用の創出、レジャーや環境教育などの文化・交流の場の形

成など）を有している。 
<瀬戸内海および大阪湾の漁業・魚食を取り巻く課題> 

・ 瀬戸内海は、単位面積当たりの漁獲量では世界屈指の生産能力を持つ海であるが、近年

漁業者数の減少（この 30 年間で約半数）と高齢化が進み、一部の養殖業（カキ、ブリ、

タイなど）を除き、漁獲量が激減している（この 30 年間で約 1/3）。 
・ かつて「魚庭(なにわ)の海」と言われた大阪湾も例外ではなく、単位面積あたりの漁獲

量は国内トップクラスの都市型漁業をかろうじて維持しているものの、他の瀬戸内海域

と同様、漁業者数の減少と高齢化により、漁業の持続可能性が危ぶまれている。 
・ 高度経済成長時代に発生した公害問題を契機に、大阪湾は「死の海」のイメージが定着

し、その後の環境施策によって水質環境は改善したものの、未だイメージの回復には至

っていない。 
・ 臨海工業地帯や空港の開発に伴う大規模な埋め立てにより「はま」が減少するとともに、

海へのアクセスが断たれ、人々にとっては近くて遠い大阪湾となっている。 
・ 大阪湾奥部では変わらず富栄養状態であるものの、長年の環境規制の結果、湾西部や南

部の栄養塩レベルはかなり低下し（栄養塩の偏在）、ノリの色落ちや漁獲量の減少が顕

著に現れるようになった。 
・ 大阪湾の漁業は、漁獲量の減少も一因となり若年世代が経済的に安心して生活できる職

業とはいえず、あこがれの職業にはなっていない。 
②原因・ボトルネック 















社会技術研究開発 
「持続可能な多世代共創社会のデザイン」研究開発領域 
「漁業と魚食がもたらす魚庭（なにわ）の海の再生」 

研究開発プロジェクト 平成28年度実施報告書 

11 

b) イイダコの伝統漁法の体験型イベント 
平成30年2月～3月の実施に向けて、伝統漁法である貝殻を用いたイイダコ漁を試験的に

実施した。イイダコ漁の仕掛けは、殻長10cm～15cm程度のアカガイの貝殻を2枚合わせに

し、これらを約50cm～1m間隔で連結したもので、水深2m程度の海底に1昼夜から数日設置

する。イイダコは2月～3月にかけて産卵のため浅瀬に集まり岩場などの隙間に産卵する。

貝殻を用いた漁法は、この習性を利用したものである。仕掛けの構造は簡単であり、小学生

以上であれば作成可能と考えられる。しかし、設置および漁獲時には小型の船外機船などに

乗るため、安全性を十分に考慮した参加者募集要件を決める必要がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１１ イイダコ伝統漁法の試験実施の様子 
 
c) 栄養骨材入りタコツボマンションの実海域実験 

平成29年夏季から実施を計画している栄養骨材入りタコツボマンションのユニットの設

計、試作を行った（図３、写真１２）。ユニットの大きさとしては、小学生が取り扱える重

さを考慮してタコツボ4個とし、鉄アングルで海底の砂地に4本の足を差し込むことを想定

して設計した。このユニットをどのように配置するかは今後の課題であるが、図３には例と

して32個のタコツボの配置案を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１２ 試作したタコツボマンション・ユニット 
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や保存方法などによっても大きく影響を受ける。その為、魚種別に適切な鮮度保持技術を

見つけ出し、パターン化・モデル化を図る必要があると考えられる。 
 K値やATPの測定方法に関しては、HPLC（高速液体クロマトグラフィー）を用いて測定

する手法が一般的であるものの、時間と手間を要することがわかった。したがって、本プロ

ジェクトでは、K値を簡易的に測定する鮮魚チェッカー（QS-Solutions製）およびATPアナ

ライザー（東亜DKK製）を用いた方法を提案する（写真１３）。具体的には、ATP量とK値、

脂肪度を各々測定して相関関係を明らかにしていく。鮮度のよい魚を提供し付加価値を高

めるためには、漁獲方法や絞め方、保存方法を複合的に調査し、魚種によって最適な組み合

わせを検討する必要がある。これらのデータの蓄積と官能試験を並行することにより、魚種

ごとの最適な取り扱い方法を提案することとしている。なお、この鮮度保持実験を行う設備

や測定機器類は、西鳥取漁協内にある倉庫に整備することとした（図５）。 
 
 
 
 
 
 

写真１３ 左：鮮魚チェッカー、右：ATPアナライザー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 西鳥取漁港内の倉庫に整備する鮮度保持実験施設の平面図 
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c) 地魚と旬を紹介するデジタル・カタログ製作 
 地魚と旬、美味しい食べ方などを紹介するデジタル・カタログを作成するために、まず、

既存の情報リソースを調査した。大阪府のホームページ（http://www.pref.osaka.lg.jp/ 
suisan/fish/summer.html）やWEB図鑑（http://zukan.com/fish/）、投稿サイトなどで魚の

特徴、獲り方、食べ方など種々の情報が得られることがわかった。また、沖縄県で獲れる魚

（http://option.okitour.net/special/fishing/picturebook/）といった地域を限定した情報発信

も見られる。これらを活用することで、デジタル・カタログの製作は容易になると考えられ

る。一方、魚の調理法などを紹介した携帯端末用アプリや、地魚の説明から調理法までを紹

介した書籍（図６）も見られ、今後、カタログ作成の参考にしたい。なお、デジタル・カタ

ログは、サイバー・マルシェやレシピ開発との情報連携が重要であり、今後検討を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 魚食に関する書籍 
左：野村祐三、地魚大全、東京書籍、2009 
中：野村祐三、旬の地魚料理づくし、講談社、2005 
右：大富 潤、九州発 食べる地魚図鑑、南方新社、2011 
 

d) サイバー・マルシェ 
2017年3月25日に、大阪市内で大阪産（もん）水産物や農産物を看板に居酒屋経営してい

る居酒屋グループ「空」と阪南産水産物の発注や配達方法、漁業者との連携についての検討

を行った。その結果を以下にまとめた。 
・ 「空」はすでに下荘漁協の漁師とガッチョ（ネズミゴチ）の取引があり、今後、雑魚を

中心に定期的な受け入れ体制を検討する。ガッチョは関東方面からの出張者に好評であ

り、「ここ（大阪）でしか食べられない」というような希少価値が生みだされつつあるこ

とがわかった。 
・ 当面は、一般の宅配業者を利用した配達方法が主となるが、今後、宅配サービス（現代

版魚行商）と連携し、阪南起点の阪南と大阪市内を結ぶ定期便（車）を出すことの案が

出た。尚、定期便は阪南産や大阪産の広告塔としての機能も期待できる。 
・ 現在は未価値である雑魚を有効活用するため、漁業者に雑魚に関する試食会や勉強会を

定期的に行っていく。漁業者自身が雑魚の価値を見出すことができれば、新たな流通経

路の開拓につながり、漁業者の安心・所得向上にもつながることが期待できる。 
e) 現代版魚行商 

2017年2月19日に、宅配業者（関西よつ葉連絡会）と現代版魚行商について検討を行った．

その結果を以下にまとめた。 
・ 会員制で魚の詰め合わせ宅配を実施中であり、曜日限定で 50～60 人程度の会員が利用

している。 
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・ 行商も組み入れた宅配サービスを大阪府箕面市で実施したものの、人件費が膨らみ継続

的な運用を断念した経緯がある。 
・ 鮮魚の場合、漁の都合で魚種が変わり利用者はメニューを決めづらいという課題がある

ため、メニュー（レシピ）ありきの魚の販売が必要。また、天候の都合で漁に出られな

い場合は、前もって利用者に伝えておく必要がある。 
・ 関西よつ葉連絡会の産直センター（和泉市）を使用し、雑魚の組み合わせに加えて関西

よつ葉の野菜も含めた行商を試験的に行う。 
・ 空きのある冷凍冷蔵庫付の車（キッチンカ―）を利用し、阪南市内で買い物難民が出始

めている山手の住宅にモニターを募り、試験運用をしてみる。 
③消費グループ 
a) 他地域や他機関の取り組み事例調査 

平成28年10月26日に鳥取県漁業協同組合、平成28年11月4日～5日に三重県志摩市および

鳥羽磯部漁業協同組合、平成29年1月19日に大森海苔ふるさと館、平成29年3月29日に大阪

府漁業振興基金でそれぞれ聞き取り調査を行った。 
鳥取県漁協および三重県志摩市では、海女文化を取り入れた消費促進活動事例を調査し

た。両県は、共に古くからある海女文化をキーワードにした海産物販売に力を入れており、

キャラクターやロゴの制作を行うとともに、これらを商品ラベルに示すことでの差別化や

イベント等での広告として活用していた。また、行政と漁協とが連携して、地域外からのI
ターンや地域おこし協力隊などの制度を活用し、若い担い手確保のための取り組みを進め

ている。これらの結果を受けて、西鳥取漁協が進めているカキを含めた水産物消費向上のた

めのロゴを作成すると共に、平成29年度に泉州で行われる全国アマモサミットなどのPRの

ためのイベント誘致などを進めている。 
 
 
 
 
 
 
 

写真１４ 鳥取県漁協での調査状況 
 
三重県鳥羽磯部漁協ではカキ養殖とカキ小屋運営の具体的なノウハウについて聞き取り

を行うとともに、阪南市西鳥取漁協の漁業者との技術交流を行うことで西鳥取漁協直営の

カキ小屋開設における運営技術や効率的なカキ養殖技術の習得に繋がった。 
 
 
 
 
 
 
 

写真１５ 鳥羽磯部漁協での調査状況 
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市場／流通関

係団体 
大阪産魚介類料理教

室 
・学校、地域団体を対象にした地元魚介類を使った料理教室（鮮

魚小売り店の組合が実施） 
NPO／ボラン

ティア団体 
第9回わくわくドキ

ドキお魚体験 
・児童福祉施設に入所している児童を対象にした地引網体験、

稚魚放流体験 

 
b) 魚食普及と環境学習を組み合わせた体験型イベント 
陸海それぞれからの自然の恵みを受けて育つ「ワカメ」、「海苔」、「米」を対象に、生

産から加工、消費までの一連過程を体験し、栄養の循環や地域の生活に根ざした持続可能な

環境保全のあり方を考え伝えていくことを目的に、「みんなでワカメを育てよう（平成28年
12月～平成29年2月までの計2回）」、「海と陸とのつながりを味わおう！（平成28年6月～

平成29年3月までの計6回、このうち10月以降の4を本プロジェクトの活動と位置付け）の2
つの体験型イベントを実施した。 
【みんなでワカメを育てよう】 

平成28年12月4日および平成29年2月5日に、せんなん里

海公園においてワカメの育成イベントを行った。参加者は

一般市民73名、漁業者1名、スタッフ30名で行った。 
イベントは、12月4日に海藻の役割についての学習会、ワ

カメの種糸付け、2月5日にワカメ収穫、ワカメ育成による

栄養塩類やCO2の回収量計算と大阪湾の環境についての学

習会、海藻おしば教室、ワカメ試食と塩蔵ワカメの作り方教

室を行った。 
【海と陸とのつながりを味わおう！】 
平成28年6月19日（田植え体験）、7月30・31日（生き物観察会／漁業体験）、10月23日

（稲刈り体験）、平成29年1月22日（海苔漉き枠づくり）、2月19日（ノリ漉き体験）、3月
6日（収穫祭）の全6回の年間プログラムとして実施した（このうち10月以降の4回を本プロ

ジェクトの活動と位置付けた）。参加者は107名で、スタッフは各回平均約25名（のべ人数

150名）であった。 
収穫祭では、地域の未流通魚介類を知ってもらうための「地魚紹介・調理教室」、親子で

参加の「デコ寿司教室」を実施するなど、一連の体験を通じて、参加者が地域の文化に触れ

ることができた。 
本年度も阪南市長がボランティアとして参加するなど地域行政との連携が定着し、阪南

市の公式Facebookページ（https://www.facebook.com/city.hannan/）でも紹介されるなど、

地域の活動としての認知度が大きく向上し、「阪南市行政経営計画(平成29年度)」の行政経

営方針「里山里海を活かした阪南スタイル（半農半Ｘ等）」のモデルとなるなどの成果に繋

がった。 
イベントに対しての満足度は、全6回のほとんどのプログラムで参加者の80～100%が「非

常に満足」「やや満足」であり、全6回のイベントを進めていくにつれて、「きれい－きた

ない」に関する好評価の回答者が増える傾向が見られたほか、本イベントに参加することで

の大阪湾の環境保全・環境改善につながりについて、回答者の約80%が「非常に思う」「や

や思う」など、イベントに参加により大阪湾の環境や資源循環の仕組みなどを広く伝えるこ

とができた。 
 

写真１７ ワカメの収穫 
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が考えられる。これらの項目について H29 年度に行うアンケートや聞き取り内容につ

いて検討した。 
＜アンケート・聞き取り内容案＞ 
・ 漁業者の現状（漁業に対する不安な事柄、満足感・達成感に繋がる事柄など） 
・ 消費者（モニター参加者、イベント参加者）の魚食意識変化 
・ 市民にとっての環境、経済、社会の重みづけ 
 
３‐５．会議等の活動 
 

年月日 名称 場所 概要 

2016年10月
18日 

PJコアメンバー

会議事前打合せ 
大阪府大なん

ばサテライト

I-siteなんば 

PJコアメンバー会議の運営方法

等について府大、太平洋C、NPO大

阪湾の3社で協議した。 
2016年11月
25日 

阪南市との調整

会議 
阪南市役所 阪南市水野市長ならびに担当者に

本プロジェクトの概要を説明し、

協働内容について調整した。 
2016年12月
12日 

第1回PJコアメ

ンバー会議 
大阪府大なん

ばサテライト

I-siteなんば 

PJコアメンバーによる全体計画

の確認、各Grの進捗報告、領域シ

ンポジウムの対応等を協議した。 
2017 年 1 月

31日 
尾崎漁協との調

整会議 
尾崎漁業協同

組合事務所 
尾崎漁協佐藤組合長ならびに理事

に本プロジェクトの目的と内容を

説明し、協力の承諾を得た。 
2017年2月7
日 

下荘漁協との調

整会議 
下荘漁業協同

組合事務所 
下荘漁協西澤組合長ならびに理事

に本プロジェクトの目的と内容を

説明し、協力の承諾を得た。 
2017 年 2 月

21日 
第2回PJコアメ

ンバー会議 
大阪府大なん

ばサテライト

I-siteなんば 

各Grの進捗報告、平成29年度実施

計画および予算案、実験施設見学

会の内容等を協議した。 
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４．研究開発成果の活用・展開に向けた状況 

 本プロジェクトは平成28年10月に開始し、これまで、関係者との調整、各種実験やイベ

ント等の準備を行ってきた段階であり、まだ社会実装に至る研究開発成果は得られていな

い。平成29年度から本格的な実験、イベント等を実施していく予定であり、徐々にその成果

を社会に活用・展開していくこととしている。 
 

５．研究開発実施体制 

（１）生産・漁獲グループ 

①高野博幸（太平洋セメント(株)中央研究所、第3研究部長） 
②実施項目 
・栄養骨材を用いた漁礁の実海域実験 
・イイダコの伝統漁法の体験型イベント 
・栄養骨材入りタコツボを用いた協働型イベント 

 

（２）流通グループ 

①谷水義隆（大阪府立大学大学院工学研究科、教授） 
②実施項目 
・泉州の水産流通実態調査 
・魚の鮮度保持実証試験 
・地魚と旬を紹介するデジタル・カタログ製作 
・小口顧客へのインターネット販売（サイバー・マルシェ） 
・宅配サービス（現代版魚行商）の試験運用 

 

（３）消費グループ 

①岩井克巳（NPO法人大阪湾沿岸域環境創造研究センター、専務理事） 
②実施項目 
・他地域（機関）の取組み事例調査 
・魚食普及と環境学習を組み合わせた体験型イベント 
・小学生と地域住民の協働型地域資源掘起しプラットフォーム 
・多世代による協働型新レシピ開発 

 

（４）評価グループ 

①黒田桂菜（大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科、助教） 
②実施項目 
・環境面・経済面・社会面の包括的評価指標開発 
・評価結果を基にした政策提言 
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６．研究開発実施者 

 
研究グループ名：生産・漁獲グループ   

  氏名 フリガナ 所属機関等 所属部署等 
役職 

（身分） 

○ 高野 博幸 
タカノ 

ヒロユキ 

太平洋セメント株式会

社 
中央研究所 部長 

 神谷 隆 
カミヤ 

タカシ 

太平洋セメント株式会

社 
中央研究所 

チームリ

ーダー 

 明戸 剛 
アケト 

ツヨシ 

太平洋セメント株式会

社 
中央研究所   

 田村 和樹 
タムラ 

カズキ 

太平洋セメント株式会

社 
中央研究所   

 濱野 庄一 
ハマノ 

ショウイチ 

太平洋セメント株式会

社 
環境事業部   

 岩井 克巳 
イワイ 

カツミ 

NPO 法人大阪湾沿

岸域環境創造研究セ

ンター 

  専務理事 

 

研究グループ名：流通グループ   

  氏名 フリガナ 所属機関等 所属部署等 
役職 

（身分） 

〇 谷水 義隆 
タニミズ 

ヨシタカ 
大阪府立大学 大学院工学研究科 教授 

 田村 典江 
タムラ 

ノリエ 
総合地球環境研究所 研究部 

上級研究

員 

 大塚 耕司 
オオツカ 

コウジ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
教授 

 中出 篤 
ナカデ 

アツシ 
阪南市 市民部 部長 

 水口 隆市 
ミズグチ 

リュウイチ 
阪南市 事業部 部長 

 西川 史崇 
ニシカワ 

フミタカ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
M1 

 

研究グループ名：消費グループ   

  氏名 フリガナ 所属機関等 所属部署等 
役職 

（身分） 

○ 岩井 克巳 
イワイ 

カツミ 

NPO 法人大阪湾沿

岸域環境創造研究セ

ンター 

  専務理事 



社会技術研究開発 
「持続可能な多世代共創社会のデザイン」研究開発領域 
「漁業と魚食がもたらす魚庭（なにわ）の海の再生」 

研究開発プロジェクト 平成28年度実施報告書 

24 

 黒田 桂菜 
クロダ 

カナ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
助教 

 西川 史崇 
ニシカワ 

フミタカ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
M1 

 

研究グループ名：評価グループ   

  氏名 フリガナ 所属機関等 所属部署等 
役職 

（身分） 

〇 黒田 桂菜 
クロダ 

カナ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
助教 

 大塚 耕司 
オオツカ 

コウジ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
教授 

 下村 泰彦 
シモムラ 

ヤスヒコ 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 
教授 

 中出 篤 
ナカデ 

アツシ 
阪南市 市民部 部長 

 水口 隆市 
ミズグチ 

リュウイチ 
阪南市 事業部 部長 

 Tu Anh 

Nguyen 

トゥ アイン 

グエン 
大阪府立大学 

大学院人間社会シス

テム科学研究科 

特別研究

員 
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７．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

 
７－１．ワークショップ等 
 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2016年10
月23日 

「海と陸のつながりを

味わおう！」稲刈り体

験 

阪南市アル

ン西鳥取夢

学舎前水田 

91 6月に自分たちが植えた稲の

刈り取り 

2016年12
月4日 

「みんなでワカメを育

てよう」ワカメ種付け 
せんなん里

海公園 
46 ノリの役割についての学習

会、ワカメの種付け体験 
2017年1
月22日 

「海と陸のつながりを

味わおう！」海苔漉き

枠づくり 

大阪府立青

少年海洋セ

ンター 

68 海苔漉き用の漉き枠の作成、

大阪湾の環境学習会 

2017年2
月5日 

「みんなでワカメを育

てよう」ワカメ収穫 
せんなん里

海公園 
73 ワカメの収穫と試食、塩蔵ワ

カメ教室、海藻押し葉教室、

大阪湾の環境学習会 
2017年2
月19日 

「海と陸のつながりを

味わおう！」ノリ漉き

体験 

阪南市西鳥

取漁港 
65 1月に自分たちが作った漉き

枠を使ったノリ漉き体験 

2017年3
月6日 

「海と陸のつながりを

味わおう！」収穫祭 
阪南市尾崎

公民館 
87 自分たちが作ったお米とノリ

を用いたデコ寿司作成、地元

産水産物の試食会 
 
７－２．社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

 
（１）書籍、DVD 

・ なし 
 
（２）ウェブサイト及びSNSアカウント等構築・運営 

・ 作成中 
 
（３）学会（7-4.参照）以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 

・ なし 
 
７－３．論文発表 
 
（１）査読付き（0件） 

●国内誌（0件） 
 
●国際誌（0件） 
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（２）査読なし（0件） 

 
７－４．口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 
 
（１）招待講演（国内会議0件、国際会議0件） 

 
（２）口頭発表（国内会議0件、国際会議0件） 

 
（３）ポスター発表（国内会議0件、国際会議0件） 
 
７－５．新聞報道・投稿、受賞等 
 
（１）新聞報道・投稿（0件） 

 
（２）受賞（0件） 
 
（３）その他（0件） 
 
７－６．知財出願 
 
（１）国内出願（0件） 




